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[研究の目的]

近年，自動診察室血圧測定 (AOBP) の有用

性が指摘されている。自動測定された血圧

(ABP) は，他者の目のない静かな環境で安静

座位にて複数回測定した血圧であるが，本邦の

医療機関においてこの条件を満たすことは容易

ではない。本課題では，ABP の測定に適した

環境を提供するブースを開発し院内や市中に設

置することで，利用者を適切な血圧の評価に基

づく診療へと促し，高血圧に関する知識と意識

を向上させることを目的とした。

[研究の内容，成果］

本研究では，①ローカルでABP を記録しク

ラウド化するシステムの開発，②血圧測定

ブースのデザインおよび造作，③ABP ブース

の設置および実証実験，の 3つのステップで進

められた。

① ローカルで ABPを記録しクラウド化する

システムの開発

ABP を測定するデバイスとして，スポット

チェックモニタ (オムロン，HBP-1600) を採

用した。HBP-1600 には外来血圧測定モード

(3 分など一定時間安静後 1 分間隔で 3 回測定

しそれぞれの測定数値と平均を出力する機能)

が備わっているためである。

タブレット PCに，スポットチェックモニタ

のほか，カードリーダーとサーマルプリンタを

接続した。

以下のフローでABP の測定がなされるよう，

コーディングを行った。

1) 診察券を読み込ませる。

2) 血圧計のカフを上腕に巻きつける。

3) 測定開始ボタンを押す

4) 3 分カウントダウンする。

5) 30 秒間隔で 3回，血圧測定する。

6) 測定ごとに ABP 値，平均値をタブレッ

立石科学技術振興財団 助成研究成果集(第28号) 2019

― 1 ―

図 1 利用のイメージ



ト PCに返す。

7) プリンターにそれぞれの値を出力する。

8) 測定終了，退出を促す。

それぞれのステップでは，説明するためのテ

キストをタブレット PCに表示することとした。

実際に運用する場合には，動画を用意し，カフ

の巻き方やボタンの押し方などが容易に伝わる

ようにする予定である。

現在は，ローカル PCに診察券番号と紐つく

形で APB を保存しているが，実際に運用する

場合には，クラウドに同期できるように開発を

進めている。

② 血圧測定ブースのデザインおよび造作

当初は血圧測定ブースを自作する予定として

いたが，授乳用に開発されたブースを改変する

と本研究の用途に合致すると考え，完全個室の

設置型授乳室「mamaro」を購入し，利用する

こととした (図 2)。

この「mamaro」は，1 畳ほどのスペースに

ソファやコンセント，モニターを備えており，

サーモセンサーによる不正利用の検知やモニ

ターへのコンテンツ配信が可能である。また，

デザイン性も良いため多施設において受け入れ

られ易いと考えた。一から設計するよりも，既

に設置の進んでいる本ブースを利用するほうが

目的を達成しやすい。

システム一式を配置するため，あらたに棚を

たてつけた。図 3のように室内の棚を拡張した。

ABP は測定者の右上に置いたタブレット PC

に表示される。しかし測定者の正面には情報表

示用のディスプレイがあるため，今後は

mamaroシステムと ABP 測定システムを統合

し，一元管理することも可能にするよう開発を

進める。また，血圧測定待機中にモニターへ表

示するコンテンツであるが，本ブースでの ID

設定や血圧測定方法に関する動画を作成中であ

り，その他には「高血圧治療ガイドライン

2019」の出版に伴い日本高血圧学会が作成した

動画コンテンツや協力企業・団体の血圧に関す

る啓蒙・注意喚起コンテンツを使用するのが有

用と考えている。

③ ABPブースの設置および実証実験

現在，協力企業の事務所内 (東京都千代田区

岩本町 エフコムマーケティング) に設置し，

ブースの開発を続けている。当企業は，適切な

血圧管理に対する取り組みに積極的である。モ

ニター社員に血圧を測定していただき，データ

を収集することに関して合意形成済みである。

一定期間，協力企業内に設置した ABP ブース

でテストを行った後，社会実験のフェーズに移
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図 2 mamaroの外観

図 3 改変のイメージ



る予定。東京女子医科大学病院総合外来セン

ター，高血圧・内分泌内科の外来診療エリアに

設置できるよう申請を行っている。

[今後の研究の方向，課題］

私たちは，本研究と平行してオンライン診療

による高血圧治療を普及させるための活動を実

施している。

図 5に示すように，ユーザー (患者) は，専

用アプリを用いて家庭血圧を測定する。医師は，

クラウド上に登録された患者の血圧データを評

価して，フィードバックを行う。患者と医師の

同意のもと，血圧が良好で繰り返し同じ服薬内

容でよい場合や薬剤の軽微な変更で済む場合に

は，来院を求めず，院内処方した医薬品を患者

自宅に郵送で届ける。支払いはクレジットカー

ドを利用して行うため，高血圧治療を家や職場

にいながらにして継続できる。

オンライン診療はプライバシーに配慮して実

施しなければならないが，職場をはじめとした

療養の場 (=生活の場) であれば実施してよい

とされている。本研究で作成した ABP 測定用

ブースは，静寂な個室であり，測定法を統一し

た室の高い血圧値を家庭血圧を補完する形で取

得することが出来るため，オンライン診療の実

施に適した環境であるといえる。ブース内での

オンライン診療の利用を推奨するような宣伝・

営業を実施して，ブース設置の促進につながる

ようにしたい。

私たちは，図 6に示すように，オンライン診

療の効果と安全性を証明している。

一方で本年 4月，新しく発表された高血圧治

療ガイドライン 2019 (JSH2019) においては，

高圧目標が 140/90 mmHg から 130/80 mmHg

に引き下げられた。図 6に示すように，従来の

方法による高血圧治療によっては，過去の家庭

血圧目標値 135/85 mmHgすらも下回ることが
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図 4 東京女子医科大学病院のブース設置予定場所

図 5 オンライン診療による高血圧治療のイメージ



出来ていない。新しい治療目標をクリアするた

めには，私たちによる一連の研究成果である，

ABP 測定ブースとオンライン診療の普及が欠

かせないと考えている。

[成果の発表，論文等］

1 ) オンライン診療による高血圧治療は，長期にわた
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図 6 オンライン診療による高血圧治療の効果

図 7 JSH2019において引き下げられた降圧目標


